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Z 型フェライトは化学量論組成( Ba3Co2Fe24041 )では、焼結密度が上がらず透磁率が向上しない。
一方、 BaO リッチ側に 2mol% 組成をずらすと BaFe204 という異相が生成するものの焼結密度と透磁
率が向上する。この時、 BaFe204 生成に伴い、 Z 型フェライトの組成がずれ、 Fe リッチとなり、理想
的な価数状態(Ba32+Co22+Fe243+0412-)では存在しない Fe2+ が生成し、焼結体の体積抵抗率が大きく低
下してしまう。そこで本研究では組成ずれを Mn で補うことで Fe2+の生成を抑制し、高い体積抵抗率を
達成することができた。しかし開発された Z 型フェライトは立方晶系スヒ。ネルフェライトに比べ 200






値)とロットゲーリングの配向度 f の聞には密接な関係がある。粗粉から 1 X 103 m2lkg 程度までの範囲
では、粉体を粉砕するほど単結晶粒子が増大するため配向度は向上するが、 1 X 103 m2lkg を超えると配
向度は低下する。本論文では BET 値が 1 X 103 m2/kg 強で最も高い配向度 f = 0.9 が得られた。一方、
焼結密度は BET 値の増加に伴い増加したため、最も高い透磁率μ!r'= 30 が得られたのは 2 X 103m2/kg 
強の粉体で、あった。







EBSP( Electron Back Scattering Pattern) にて、配向度を定量的に評価した。評価の結果、作製した
面配向材の c軸は理想的な配向方向から平均 230 ずれており、一方向配向材は 170 ずれていることが
分かつた。配向度の差を生じさせた要因は複数考えることができるが、最も大きなものはプレス時に印







らかにした。本手法により評価された一方向配向材の比透磁率は 1 方向で約 50 であり、面配向材は 2
方向で約 30 といずれも優れた特性が得られた。両者の特性はいずれも開発目標とした値を上回った。




反磁界の導入により共鳴周波数が約 1 GHz (無反磁界)から約 6 GHz (反磁界)まで変化した。この結























本章では面配向した Z 型フェライトを用いて 2012 サイズの巻き線型 CMF 素子を試作し、評価基板
に実装して評価した。このとき面配向材から磁束が常に透磁率の高い方向を利用できるように 2 部品の
試料を切り出して接着し、巻線を施して作製した。測定の結果、カットオフ周波数 6 GHz 超、ノイズ
減表率が-20dB 以下となる帯域が 0.5'""-'4.7 GHz となる CMF を作製することに成功した。また本 CMF


















実験を行い、両者の hf による加熱に対する磁性損の寄与を定量的に評価した。 hf を吐出方向に垂直に
印加した場合は、磁性損の寄与が 80%を超えたのに対し、平行な場合は 20% 以下であった。
付録 3
本付録において Z 型フェライトの理想的面配向材( f = 1 )の比透磁率の上限値および下限値を求め
た。得られた比透磁率はそれぞれ、 μ!rmax-185 ， μ!rmin-13.7 であり、理想的面配向材の比透磁率は 13.7 < 













第 l 章は緒言であり、電磁波環境問題を解決するノイズ対策部品として倒F を紹介した。近年特に問題となっている高周波ノイズに
対応するためには舗には高信号遺品率と高ノイズ減表率を両立させる必要があり、そのためには高周波で齢、透磁率を持て〉酸性榊ヰ
が要望されている事を示し丸本章では倒F 設計に必要な材料透磁率を具体的にシミュレーションで計算した。このための樹主材料と
して六方晶 Z 型フェライトの有効性を提案した。また更に Z 型フェライトの特性を有効に利用するために結晶方位を揃える配向化が有
効であることを説明した。





の比透磁率は 1 方向で約 50 であり、面配向材は 2方向で約 30 といずれも優れた特性が得られたゐ両者の特出品、ずれも開発目標とし
た値を上回った。
第 3 章では面配向榊十を用し、て佃素子を作梨し、その特性評価を行った。当初験討してし、た獅素子の目標特性として 1 、信号
透晶率の減衰が6GHz までー2dB以下である。 2、ノイズ除去率20dB以下である。と設定したが、これを実現する事ができた。一背支に吸
収されたノイズは熱に変換されると考えられているが、 Z型フェライトのエネルギー吸収と発繋明象を定量的に評価し丸 5.8 佃z の導
波管内に発生させた定在波を利用し、 Z型フェライトを発熱させ発繋温を評価することによりエネルギー消散が熱に移行する過程を定量
的に矧面し、繋いの移行を確認し九
本研究においては、このような素子の開発と特↑信判面を行う事により，電磁波環境問題改善のために貢献する事ができたと考えられ
る。本論文は、以上のような研究成果がまとめられており、環境科学研究科における博士論文として寸分な内容であると判断できる。
よって，将命文同専士(環号室科学)の学(立論文として合格と認める。
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